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ー加曽利E式の堀之内式への継承一
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加曽利E式を継ぐ土器は、称名寺式と一般にはいわれる。それに一考する機会を設けたいというのが本

論の目的である。 1985年における称名寺式土器に関する交流研究会では、稲村は称名寺式が成立すること

によって現れた加曽利E式に見られる変化を述べた（稲村1990)。石井寛氏は、その土器群に対し、便宜

的にとしながらも、加曽利EV式という呼称方法を提案した (1992)。今回の発表の中では、近年縄文時

代中期末・後期初頭の土器群を論じた論考の中に加曽利E V式（加曽利E5式）の型式名を使用する研究

者も一定数存在することから混乱を避け、便宜的にではあるが加曽利EV式の呼称を用い以下の議論を行

う（太田圭2023他）。加曽利EV式の定義は、称名寺式の成立に合わせて加曽利EIV式が変化した土器群で、

称名寺式期に継続した加曽利E系列の士器群ということになる。

本論では、加曽利E系列の系譜はかなりの部分を縄文時代後期前葉の堀之内 1式に継承しているという

ことを述べることを目的とした。

1 終末期の出土の両耳壺について

第A図5は福島県本宮町高木遺跡出土の両耳壺である。

報告書では、拓影の破片資料として掲載された (5a• 5b)。実見の結果、図のような復元が可能と判断

し図化した。この個体を注目したのは、以下の内容による。

a.両耳壺としてはかなり新しい時期の資料である。 b.両耳壺が中期加着利E式に所属するの時期から持

つ特色的な要素を具備している。 C. 出土したのが福島県中通り地方の中央部分にあたる。
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↑ '.:99 'や スケールのないものは縮尺不同

第A図 終末段階の両耳壺
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(1)終末段階の両耳壺

第A図に、終末段階の両耳壺をまとめた。この時期の両耳壺が出上するのは、栃木•福島・宮城などで

ある。この時期の両耳壺に見られる特徴は第A図lの宮城県山元町谷原遺跡の事例などを参考にすると次

のような点が指摘できる。

A.樽型の器形を持つものが現れる

B.正面中央の舌状突起は、胴部の単位文の起点となる（中期の加曽利E式からの継承）。

C.中期以降の伝統として、無文部の口縁と平縁の特徴が崩れる。

＼ 

加曽利EN 加曽利E3こ＼ 加曽利EV新

群馬荒砥北原 6号住 埼玉出口 1号住 群馬堀越並木C地点 栃木下石上 宮城六反田

第B図 両耳壺の器形の変遷

(2)両耳壺の器形の変遷

宮城六反田

縮尺不同

第B図に、中期末から後期初頭の終末段階の両耳壺の器形の変化をまとめた。中期末の両耳壺は、第B

図1• 2のように鉢状の器形が多い。口縁の無文部は直立する傾向にある。この段階で、舌状突起が成立し

ていることが重要である。 3の加曽利EV式段階になると、口縁の無文部の上下幅が狭くなり内傾する傾

向にある。また、 4など加曽利EV式中葉から後半段階になると、口縁部無文帯の区画が水平ではなく中

央がせりあがるものが現れる。器形もやや縦長になるものが現れる。 5の綱取 l~II式の段階になると、

把手の有無以外では、深鉢と変わらぬ形状となるものが多い。 6の綱取II式段階の両耳壺は事例は極めて

少なく例示した六反田遺跡が代表資料となる。この段階では、把手の有無のみで深鉢と変わらない器形と

なる。

このようにしてみると、両耳壺が加曽利E式から綱取式または堀之内式へ土器の変遷に大きな役割をな

していたと考えられるのではないかと考える。

2 栃木県・福島県の状況

予稿集では、栃木県・福島県の称名寺式平行期の状況を示した。そこにみられる多くの土器群は、上記

両耳壺を含め加曽利EV式の変遷過程の中でとらえることができる士器群と考えた。

3 まとめ

加曽利E系列の土器群は、上記のように堀之内式の中に多くの影響をあたえているとみることができる。

中期末には、関西の中津式または北白川 C4式の影聾を多く受け、関東地方においては称名寺式が成立する。

称名寺式は、関東地方南部から周辺地域に分布を拡大するが、その拡大の先では各地で加曽利E系列の土

器群が分布を拡大している。称名寺11式に至り称名寺式の拡大の勢いが止まるとともに、加曽利E系列に

つながる土器が分布を拡大する。その土器こそが、関東では堀之内式、東北南部では綱取式となるのである。
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